
自立活動学習指導案

自閉症・情緒障害通級指導教室（あけぼの教室）４人（３年男子２人，３年女子２人）

指導者 Ｔ１ 諸平 幸奈 Ｔ２ 中水 一元

１ 題 材 名 どんな気持ち？こんな気持ち！

２ 題材の目標

３ 題材について

(1) 題材の価値

対象となる子ども４人は，これまでの学習を通して，あけぼの教室の友達と交流しながら，一緒
に活動することの楽しさを感じたり，言葉で自分の考えを伝え合うことのよさを感じたりしてきて
いる。しかし，活動の途中で友達や教師に自分の言動について指摘されたり，自分の思い通りにな
らなかったりしたときには，大きな声で泣いたり，活動に意欲的に参加できなくなったりすること
がある。また，自分の気持ちをどのように表現すればよいのか分からず，席を離れて教室内を動き
回るなどの行動で表現してしまうこともある。さらに，困っている状況を言葉で伝えることができ
ず，相手に理解してもらえないということもある。

そこで，本題材では，自分はなぜそのような気持ちになったのか理由を考えることで，自分の気
持ちを理解できるようにする。その際，「落ち着いて」，「はっきりと」，「相手を見て」という三つ
のポイントを使って，表情と言葉で相手に分かりやすく伝えることができるようにする。また，そ
の場に応じた自分の気持ちを表情と言葉で伝えることで，相手に自分を理解してもらい，楽しく活
動できることのよさを味わうことができるようにする。このことにより，在籍学級や家庭で，自分
の気持ちを自分で理解し，相手に分かりやすく伝え，楽しく活動したり，自分の気持ちをコントロ
ールしたりすることができるようになることにつながるようにする。

指導に当たっては，気持ちを伝えられていない場面と「表情」と「言葉」(気持ちを表す言葉と
理由)でうまく伝えられている場面を教師が役割演技で示している二つのＶＴＲを見比べることで，
自分の気持ちを伝えるためには，「表情」，「言葉」(気持ちを表す言葉，理由)が必要だということ
に気付くことができるようにする。その際，「落ち着いて」，「はっきりと」，「相手を見て」という
三つのポイントも確認することで，相手に分かりやすく伝えることも意識できるようにする。また，
題材全体の内容をレベル分けして学習していくことを確認することで，今後の学習の見通しをもつ
ことができるようにする。レベル１では，示された場面に合う表情を考える活動を通して，気持ち
を表すには，どんな表情をするのか知ることができるようにする。この活動で使用した表情と気持
ちを表す言葉が示された「こんな気持ちカード」を在籍学級や家庭で活用してもらうことで，自分
の気持ちを伝えられないときに，このカードを出して自分の気持ちを伝えることができるようにす
る。レベル２では，示された場面に合う気持ちを表す言葉を考え，「言葉」で表す活動をすること
で，言葉でどのように自分の気持ちを表せばよいかを知ることができるようにする。その際，「運
動会で優勝したから，うれしいです。」などのように，気持ちを表す言葉と理由を合わせて言うこ
とができるようにすることで，自分の気持ちを「言葉」で表現できるようにする。レベル３では，
実際にゲームをしたときの自分の気持ちを伝える活動を通して，今の自分の気持ちを考え，「表情」
と「言葉」で伝えることができるようにする。なお，これらの活動の際には，相手に分かりやすく
気持ちを伝えるときのポイントを提示し，子どもが繰り返し活用することで，相手を意識しながら
「表情」と「言葉」を使って気持ちを伝えることができるようにする。

これらの学習を通して，友達や周りの人とのかかわりの中で自分の気持ちを「表情」と「言葉」
で伝えることの良さを味わうことができると考える。また，どうしてこの気持ちになったのか理由
を考えることで，自分の気持ちを理解することができるようにする。このような活動を通して，在
籍学級や家庭でも自分の気持ちを「表情」，「言葉」で相手に分かりやすく伝えようとする姿につな
がり，自分のことを相手に理解してもらえたという満足感を得ることができると考える。このこと
は，子どもの自己肯定感を高め，友達や周りの人ともっとコミュニケーションを図っていこうとす
る意欲を育むとともに，子どもの豊かな生活につながっていくものと考える。

○ 自分の気持ちを伝える活動を通して，友達や周りの人と楽しく活動できることのよさを味わ

うことができる。

○ 自分がどうしてそのような気持ちになったのか理由を考えることで，自分の気持ちを理解す

ることができる。

○ 自分の気持ちを，表情と言葉で相手に分かりやすく伝えることができる。



(2) 子どもの実態

Ａ児(３年男子) Ｂ児(３年男子) Ｃ児(３年女子) Ｄ児(３年女子)

教
育
的
ニ
ー
ズ

・ 相手を意識して，

自分の気持ちを伝え

られるようになるこ

と。

・ 自分の気持ちを行

動ではなく言葉で伝

えられるようになる

こと。

・ 自分の気持ちをコ

ントロールできるよ

うになること。

・ 思い通りにならな

いときでも，自分の

気持ちを言葉で伝え

られるようになるこ

と。

・ 自分の気持ちを自

分の言葉で伝えられ

るようになること。

・ 自分の苦手な活動

をするときでも，意

欲的に活動しようと

すること。

・ 自分の気持ちをコ

ントロールできるよ

うになること。

・ 友達とのかかわり

の中で，自分の気持

ちを言葉で伝えられ

るようになること。

心
理
的
な
安
定

・ 楽しい気持ちやう

れしい気持ちが大き

くなりすぎると，自

分の気持ちを抑えき

れなくなることがあ

る。

・ 友達や教師に指摘

されたり，自分の思

い通りにならなかっ

たりすると，気持ち

が不安定になること

がある。

・ 普段は，明るくに

こやかだが，自分の

苦手なことや思い通

りにならないときに

は，学習意欲が低下

してしまうことがあ

る。

・ いつもにこやかで

何事も頑張るが，友

達と関わる中で納得

できないことがある

と，気持ちが不安定

になることがある。

人
間
関
係
の
形
成

他
者
と
の

か
か
わ
り

・ 自分から相手に声

を掛けることができ

るが，口調が強くな

ってしまうことがあ

る。

・ 気持ちが安定して

いるときには，相手

のことを考えたり，

優しく接したりする

ことができる。

・ 友達と積極的に関

わり，相手の考えを

受け入れることがで

きる。

・ 周りの人と笑顔で

関わることが多い

が，自分の考えが通

らないと人を強い言

葉を使ってしまうこ

とがある。

自
己
の
理
解
と

行
動
の
調
整

・ 状況の把握ができ

ずに，自分のペース

で進めようとするこ

とがある。

・ 自分の考えている

ことを相手に理解し

てもらえないと，大

きな声を出すことが

ある。

・ 周りの友達の考え

をよく聞いたり，受

け入れたりすること

ができる。

・ 自分の思い通りに

ならないことがある

と，活動に対して意

欲的になれないこと

がある。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

基
礎
的
能
力

・ 自分の考えが言葉

でうまく伝わらない

と，体を動かして表

現しようとすること

がある。

・ 言葉で考えを伝え

られないときには，

指で差して考えを伝

えることができる。

・ 不安なことがある

と表情がこわばって

しまうことがある。

・ 友達の考えに賛成

するときに，笑顔で

自分の意思を表現す

ることができる。

言
語
の
受
容
と

表
出

・ 言葉でのやりとり

はできるが，話し出

すと一方的になるこ

とがある。

・ 友達に何かを教え

たり，話合いをした

りするときは，おだ

やかにやりとりがで

きる。

・ 周りの反応が気に

なり，自分の考えや

気持ちを言えないこ

とがある。

・ 自分の考えをもっ

ていても，どのよう

な言葉で表現すれば

よいか分からないこ

とがある。

４ 指導に当たって

○ 「自分事の問い」をもたせる教材・教具【しかけ１】
・ 本題材での学習内容を示した題材マップを活用することで，活動への見通しをもたせるととも

に，本時のめあてを明確にできるようにする。
・ ビンゴの表をデジタルコンテンツで提示することで，気持ちを伝える活動への意欲を高めるこ

とができるようにする。
○ 「自分事の問い」につなげる発問【しかけ２】

・ 「気持ちを伝えるときに大切な三つのポイントは，何だったかな。」と発問することで，相手
に分かりやすく気持ちを伝えるときに，どんなことに気を付ければいいかを思い出し，見通しを
もつことができるようにする。

・ 「気持ちを伝えるときに頑張りたいことは何かな。」と発問をすることで，個人のめあてをも
つことができるようにする。

・ 「うれしい気持ちになるのは，どうしてかな。」などと発問することで，その気持ちになると
きの理由を考えることができるようにする。

○ 「自分事の問い」をふかめる場【しかけ３】
・ ゲームをした後に，うれしい，楽しい，悔しいなどの気持ちを表す言葉のカードを選ばせ，理

由を考えさせることで，今の自分の気持ちを伝えることができるようにする。
・ 友達の発表を聞き，気持ちが伝わったと感じたときには，「いいねカード」を示すことで，お
互いの考えを認め合うことができるようにする。

○ 「自分事の問い」をひろげる連携【しかけ４】
・ あけぼのノート(連絡ノート)や「自分の気持ち伝えたよカード」を活用することで，在籍学級

や家庭でも自分の気持ちを伝えることができたという成功体験を積むことができるようにする。



５ 指導計画(総時数６時間)

家庭や在籍学級

との連携

次
時
間

指導のねらいと主な活動内容 自分事の問い

一

次
１

「気持ちの伝え方を考えよう」
【指導のねらい】

気持ちを相手に分かりやすく伝えるためには，
「表情」，「言葉」（気持ちを表す言葉，理由）が
必要であることを考えることができる。
【活動内容】
１ 気持ちをうまく伝えられていないＶＴＲを

見て，気付いたことを話し合う。
２ 気持ちをうまく伝えているＶＴＲを見て，気

持ちの伝え方(「表情」，「言葉」)を考える。
３ 気持ちを伝えるときのポイント(「落ち着い

て」，「はっきりと」，「相手を見て」)を確認する。
４ ゲームをして，自分の気持ちを伝える。
５ これからの学習で頑張りたいことを考える。

二

次
１

「レベル 1 どんな表情か知ろう」
【指導のねらい】

気持ちを表すにはどんな表情をするのか知る
ことができる。
【活動内容】
１ 相手に分かりやすく伝えるためにポイント

を確認する。
２ 示された場面の気持ちに合った「表情」を考

える。
３ 「こんな気持ちカード合わせ」で，場面カー

ドと表情カードを合わせる。
４ 活動をした気持ちを発表する。

三

次
２

「レベル２ 言葉で表そう」
【活動のねらい】

「言葉」で気持ちを表現することができる。
【活動内容】
１ 「言葉」での気持ちの表し方や相手に分かり

やすく伝えるためのポイントを確認する。
２ 「どんな気持ちすごろく」をする中で，「言

葉」で気持ちを表す。
３ 活動をした気持ちを発表する。

四

次

２(

本
時
１
／
２)

「レベル３ 表情と言葉で伝えよう」
第１時「クレーンゲーム（二人）」
第２時「クレーンゲーム（四人）」

【活動のねらい】
ゲームをしたときの自分の気持ちを，「表情」

と「言葉」で相手に分かりやすく伝えることがで
きる。
【活動内容】
１ 気持ちの表し方と相手に分かりやすく伝え

るためのポイントを確認する。
２ クレーンゲームをする。
３ ゲームをしたときの自分の気持ちを「表情」

「言葉」で伝える。
４ 気持ちビンゴに印を付ける。
５ 活動をした気持ちを発表する。

目 標

【家庭】

○ 家庭で自分の

気持ちを「表情」

と「言葉」で伝え

ることができる。

【在籍学級】

○ 友達とのかか

わりの中で，自分

の気持ちを「表

情」と「言葉」で

伝えることがで

きる。

連 携

【家庭】

○ 「こんな気持ち

カード」や「言葉」

を使って，自分の

気持ちを伝える

ことができたと

きに称賛しても

らう。

○ 「自分の気持ち

伝えたよカード」

で，自分の気持ち

を伝えることが

できたときのこ

とを記録しても

らう。

【在籍学級】

○ 「こんな気持ち

カード」や「言葉」

を使って，自分の

気持ちを伝える

ことができたと

きに称賛しても

らう。

最初のＶＴ
Ｒでは，気持ち
が相手に伝わ
らないな。

自分の気持
ちを伝えるた
めにはどうし
たらいいかな。

うれしいと
きはにっこり
すれば伝わり
そうだな。

友達に順番
をゆずっても
らったときは，
どんな気持ち
かな。

にっこりし
て理由まで言
うとうれしい
気持ちが相手
に伝わったよ。

クラスのみ
んなと遊ぶと
きも気持ちを
伝えてみよう。

ぼくも自分
の気持ちを伝
えられるよう
になりたいな。

「優勝したか
らうれしい。」
と言ったらよ
さそうだな。

どんな表情
で気持ちを伝
えられるかな。

今の自分の
気持ちは，今ま
での方法で伝
えられるかな。



６ 本 時(５／６)
(1) 目 標

○ ゲームをしたときの自分の気持ちを，「表情」と「言葉」(気持ちを表す言葉，理由)で相手に分かりやすく伝えることができる。

個
人
目
標

Ａ児 相手を意識して，落ち着いて自分の気持ちを伝えることができる。

Ｂ児 落ち着いて，相手に聞こえる声で自分の気持ちを伝えることができる。

Ｃ児 勝っても負けても，自信をもって自分の気持ちを伝えることができる。

Ｄ児 勝っても負けても，落ち着いて自分の気持ちを伝えることができる。

(2) 展 開 ○数字は「自分事の問い」に対するしかけ(①教材・教具 ②発問 ③場 ④連携) ☆はＩＣＴ活用の留意点 は「自分事の問い」
過程
(分)

主 な 学 習 活 動
子どもに応じた具体的な指導

Ａ 児 Ｂ 児 Ｃ 児 Ｄ 児

つ
か
む
・
見
通
す

(10)

活
動
す
る

(30)

振
り
返
る
(5)

１ 前時までの学習について振り返り，気持ちを伝える
ときに大切なポイントを確認する。

「落ち着いて」，「はっきりと」，「相手を見て」

２ 在籍学級や家庭で，気持ちを伝えられたときの話を
する。

３ 本時のめあてを確認する。
(1) 本時のめあてを考える。

「表情」と「言葉」で自分の気持ち
を伝えよう。

(2) めあてを声に出して読む。
(3) めあてをワークシートに書き写す。
(4) 「今日がんばること」を確認する。

４ 活動の流れを確認する。

５ 実際にゲームをする。
(1) クレーンゲームをする。(二人組で)
(2) 気持ちを表す言葉カードを選ぶ。
(3) 自分の気持ちを伝える。
(4) ビンゴに印を付ける。

※ (1)～(4)を二回行う。

６ 本時を振り返り，感想を発表する。

７ 次時の活動について知る。

② 「気持ちを伝えるときに大切な三つのポイントは，何だったかな。」と発問すること
で，気持ちを伝えるときにどんなことに気を付ければいいかを思い出すことができる
ようにする。

④ 表情と言葉で気持ちを伝えることができ，在籍学級や家庭で称賛されたことを思い
出させることで，本時の活動に意欲をもつことができるようにする。

① 題材マップを活用することで，活動への見通しをもたせるとともに，本時のめあて
を明確にできるようにする。

② 「気持ちを伝えるときに頑張りたいことは何かな。」と問い掛けることで，自分のめ
あてを明確にできるようにする。

③ ゲームをした後に，気持ちを表した言葉のカードを選ばせ，理由を考えさせること
で，今の自分の気持ちを伝えることができるようにする。

② 「今日は誰に伝
えようかな。」と問
い掛けることで，
相手を意識できる
ようにする。

② 「ボリューム何
なら相手に聞こえ
るかな。」と問い掛
けることで，声の
大きさを意識でき
るようにする。

② 「その気持ち分
かるよ。」と考えを
受け入れること
で，自分の考えに
自信をもつことが
できるようにす
る。

① 発表話型に沿っ
て考えさせること
で，冷静に自分の
気持ちを相手に伝
えることができる
ようにする。

② 「うれしい気持ちになったのはどうしてかな。」「どんな表情かな。」などと問い掛け
ることで，「表情」と「言葉」(気持ちを表す言葉，理由)を意識して発表できるように
する。

①☆ ビンゴの表をデジタルコンテンツで提示することで，様々な気持ちを伝えてみた
いという意欲をもつことができるようにする。

③ 友達の発表を聞いたときに，「いいねカード」で伝わったことを示すようにすること
で，お互いの考えを認め合うことができるようにする。

② 「うれしいときは，どんな表情をするかな。」と問い掛けることで，表情で表すこと
にも意欲をもつことができるようにする。

③ 本時の活動を振り返らせることで，活動をした自分の気持ちを伝えたり，お互いの
よかったところを認め合ったりして，今後の活動に意欲をもつことができるようにす
る。

「落ち着いて」自分の気持

ちを伝えてみたいな。

今の気持ちは，どうやった

ら伝えられるかな。

楽しい気持ちが伝わった
ぞ。




